
大
乗
聖
典
と
い
え
ば
般
若
経
と
呼
応
す
る
如
く
、
般
若
経
に
教
示
さ
れ

た
空
の
思
想
は
大
乗
佛
教
の
根
本
精
神
で
あ
る
。
又
、
今
日
、
大
乗
佛
教

が
印
度
思
想
史
上
で
そ
の
根
源
を
何
に
求
め
ら
れ
得
る
か
と
い
う
時
、
少

な
く
と
も
、
文
献
学
的
に
は
般
若
経
に
大
乗
佛
教
の
先
駆
性
を
見
い
出
す

と
い
う
の
が
斯
学
に
お
け
る
定
説
で
あ
る
。
勿
論
、
般
若
経
を
編
纂
し
た

最
初
期
の
大
乗
佛
教
徒
の
間
で
は
、
根
本
聖
典
が
「
阿
含
経
」
で
あ
っ
た

こ
と
も
否
め
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
阿
含
経
を
そ
の
ま
ま
の
姿
勢

で
保
持
伝
承
す
る
こ
と
を
願
わ
ず
、
他
方
ア
ビ
ダ
ル
マ
佛
教
の
如
き
煩
璃

哲
学
に
も
そ
の
立
場
を
求
め
な
か
っ
た
大
乗
佛
教
徒
は
、
自
ら
の
求
道
精

神
を
大
乗
経
典
と
し
て
著
述
し
た
の
で
あ
っ
た
。
而
し
て
般
若
経
と
呼
ば

れ
る
経
典
は
、
周
知
の
如
く
決
し
て
単
一
の
も
の
で
な
く
、
現
存
す
る
漢

訳
の
般
若
経
（
大
正
大
蔵
経
第
八
巻
）
で
す
ら
四
二
種
を
数
え
、
殆
ん
ど

残
存
し
て
い
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
、
チ
尋
ヘ
ッ
ト
訳
な
ど
の
点
か
ら
見
て

両
．
○
○
口
い
の

弓
｛
５
岳
四
儲
唄
の
の
ロ
詳
局
四
日
］
勺
①
晟
帝
の
○
岸
ご
弓
尉
（
ざ
昌
巨

ｌ
言
詳
昏
昏
①
ｇ
ぐ
厨
ご
扁
具
号
①
吟
ご
冨
囲
目
甲

ぐ
塾
四
国
穴
四
国
１

月
Ｈ
四
国
め
冨
汁
⑦
Ｑ
即
‐
○
国
］
汁
ぽ
の
の
凹
冒
勗
歸
同
詳
、
宮
］
色
①
。
芹
①
臼

田

端
哲
哉

も
正
し
く
般
若
経
群
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
膨
大
な
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
れ
ら
多
数
の
般
若
経
は
、
永
い
期
間
内
外
の
諸
研
究
者
に
よ
っ
て
総
合

且
分
類
の
仕
方
で
研
究
さ
れ
、
い
く
つ
か
に
系
統
立
て
ら
れ
た
。
諸
学
者

は
総
て
の
般
若
経
を
全
体
的
に
眺
め
、
そ
の
後
或
は
四
極
、
或
は
五
種
、

或
は
二
一
種
等
の
群
に
大
別
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
我
が
国
の
最

近
の
業
績
と
し
て
は
、
三
技
充
恵
博
士
『
般
若
経
の
真
理
』
（
春
秋
社
、

一
九
七
一
、
五
五
’
八
六
頁
）
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
一
方
、
眼
を
海
外
に

向
け
れ
ば
、
我
が
国
の
諸
学
者
と
少
し
く
趣
を
異
に
し
た
分
類
方
法
を
、

般
若
経
の
研
究
者
Ｅ
・
コ
ー
ン
ズ
博
士
は
著
書
目
胃
も
且
副
召
国
目
薗

目
前
日
目
Ｈ
の
．
旨
○
ロ
昌
痔
８
．
ｇ
ｇ
の
中
で
採
用
し
て
お
ら
れ
る
。
博

士
は
、
ｇ
Ａ
８
シ
，
己
に
南
印
度
で
形
成
さ
れ
た
大
般
若
経
角
冨

伊
煙
品
の
切
目
目
○
口
勺
①
匙
①
９
コ
房
８
日
）
と
い
う
一
群
を
設
侭
し
、
そ

こ
へ
Ｂ
十
万
頌
般
若
、
㈲
二
万
五
千
頚
般
若
、
匂
一
万
八
千
頌
般
若
、
㈲

一
万
頌
般
若
、
㈲
八
千
頌
般
若
、
以
上
五
種
の
般
若
経
を
充
当
せ
し
め
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
経
典
に
お
い
て
は
、
時
代
的
区
分
の
観
点

よ
り
、
八
千
頌
般
若
が
他
の
四
種
の
経
典
に
先
行
す
る
か
否
か
と
い
う
古

来
よ
り
の
問
題
も
あ
っ
て
、
ハ
リ
ゞ
ハ
ド
ラ
や
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
は
八
千
頌
般

若
を
他
の
経
典
の
後
に
鯉
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
察
し
て
い
る
。
し

か
し
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
は
八
千
頌
般
若
原
型
説
が
有
力
と
な
り
、
コ

ー
ン
ズ
博
士
も
亦
こ
の
説
を
提
唱
し
て
お
ら
れ
る
。

博
士
は
総
数
四
五
の
般
若
経
を
、
㈲
通
常
の
般
若
経
、
㈲
特
殊
な
般
若

経
、
白
密
教
的
般
若
経
の
三
種
に
区
分
し
、
更
に
そ
れ
ら
の
内
日
を
間
大

般
若
経
、
⑧
短
縮
形
（
号
胃
①
昌
目
さ
目
の
）
と
細
分
化
す
る
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
『
－
１
ン
ズ
博
士
が
印
度
の
み
な
ら
ず
、
シ
ナ
、
チ
ベ
ッ
ト
、
日
本
、
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モ
ン
ゞ
コ
ル
、
東
南
ア
ジ
ア
で
親
し
ま
れ
て
い
る
目
胃
冒
晶
①
普
苛
四

ｃ
二
勺
。
Ｈ
言
旦
乏
尉
号
二
〕
と
述
ぺ
る
場
合
、
こ
の
様
な
博
士
独
自
の
分
類

法
を
理
解
し
て
い
な
い
と
如
何
な
る
般
若
経
群
を
指
示
し
て
い
る
の
か
跨

路
す
る
一
」
と
と
な
る
。

さ
て
、
こ
こ
に
書
評
・
紹
介
を
試
み
る
Ｅ
・
コ
ー
ン
ズ
博
士
の
大
般
若

経
の
翻
訳
研
究
書
を
概
観
し
て
み
よ
う
。
当
然
の
こ
と
乍
ら
、
本
書
は
博

士
自
ら
の
分
類
方
法
を
採
っ
て
い
る
の
て
あ
り
、
大
般
若
経
な
る
単
一
経

典
を
取
り
扱
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
本
書
は
、
主
と
し
て
Ｐ
ご
Ｅ
３
冒
畠
‐

旦
昌
面
目
に
添
っ
た
区
分
方
法
を
用
い
て
の
八
二
章
よ
り
成
る
翻
訳
研

究
で
あ
る
。
三
五
年
間
般
若
経
研
究
に
従
事
し
て
お
ら
れ
る
博
士
の
本
著

書
は
、

一
、
シ
ヮ
ご
Ｈ
①
Ｊ
く
旨
威
○
国
的
…
・
…
・
…
…
◆
・
・
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
・
・
ｊ
ぐ
巨

二
、
勺
Ｈ
風
蝕
の
①
・
・
・
…
・
…
・
・
・
・
・
…
・
…
・
…
・
・
…
・
・
・
…
…
…
…
…
・
…
…
・
』
ｘ

三
、
○
ぽ
い
も
汁
①
Ｈ
国
①
魚
呂
口
函
の
○
能
斤
冨
①
冠
①
臥
○
の
庁
旨
口
○
開
昇
ご
］
ｍ
Ｑ
ｏ
ｐ
〕

旨
］
陣
。
Ｃ
Ｃ
Ｆ
旨
①
甲
・
…
・
…
・
…
…
・
・
・
・
…
・
・
・
…
…
・
…
…
…
…
×
］
巨

四
、
ロ
弓
巨
○
口
叩
旦
曹
①
シ
ご
冨
閨
目
色
詞
巴
四
ご
肉
胃
騨
…
…
・
…
・
・
裸
ぐ
旨凸

五
、
冒
茸
Ｏ
Ｑ
巨
鼻
さ
ロ
甘
○
匿
口
耳
①
刷
乍
閏
・
…
…
…
…
：
．
．
…
．
榿

六
、
○
口
建
言
の
貝
○
ヶ
湧
己
蔚
晶
］
’
四
』
・
・
…
・
…
…
…
…
…
・
…
・
・
…
⑲
昌

七
、
弓
吋
④
画
切
冒
武
Ｏ
ｐ
Ｏ
烏
堂
〕
の
⑱
ロ
ヰ
四
・
・
…
・
・
…
・
・
・
…
・
・
・
・
・
…
・
…
。
．
い
ｍ

一八
、
シ
宅
も
①
ロ
呂
淵
閂
・
・
・
…
・
・
・
・
・
・
・
・
．
．
…
…
・
・
・
・
…
…
・
…
…
・
…
…
…
・
・
③
畠

九
、
シ
弓
の
目
寓
目
・
…
。
：
…
・
…
…
：
。
…
…
…
…
：
…
…
…
…
＆
司

十
、
ｚ
巨
目
①
。
○
巴
目
、
苗
…
…
・
・
・
…
…
…
・
…
・
・
…
…
…
・
…
…
ふ
雪

一
一

十
一
、
冒
号
〆
．
．
…
・
・
・
…
…
・
…
…
…
．
．
…
．
．
…
…
．
．
…
…
…
…
…
雪
画

以
上
の
内
容
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
、
特
に
㈲
本
書
一
章
’
一
二

章
の
紹
介
（
一
’
三
○
頁
）
は
博
士
の
研
究
部
分
に
相
当
し
、
重
要
な
示

唆
を
数
多
く
包
含
し
て
い
る
。
し
か
る
に
一
’
一
二
章
の
構
成
は
少
し
く

複
雑
を
呈
し
て
い
る
の
で
次
に
博
士
の
テ
ク
’
一
ツ
ク
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

即
ち
一
’
一
二
章
は
、
目
一
万
八
千
頌
般
若
の
章
、
目
二
万
五
千
頌
般
若

に
不
可
欠
の
シ
ヴ
冨
困
目
畠
巴
凰
圃
国
の
部
分
、
目
博
士
独
自
に
よ
る

細
分
、
以
上
三
種
の
区
分
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

詳
し
く
は
㈲
（
三
一
’
三
三
頁
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
本
書
の
㈲
翻
訳
部
門
に
就
い
て
で
あ
る
が
、
三
七
’
四
三
○
頁

（
号
冒
茜
冒
畠
四
月
‐
弓
）
は
、
基
本
的
に
は
法
匡
〕
蕨
四
日
葛
己
：
圃
国
に

相
応
し
て
い
る
二
万
五
千
頌
般
若
の
部
分
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
’
二
一

章
（
三
七
’
二
○
二
頁
）
の
い
く
つ
か
の
節
の
中
で
は
、
十
万
頌
般
若
や

一
万
八
千
頌
般
若
、
そ
れ
に
漢
訳
を
参
照
し
て
い
る
。
二
二
’
五
四
章

（
二
○
三
’
四
三
○
頁
）
は
修
正
し
た
二
万
五
千
頌
般
若
に
よ
る
も
の
で
、

本
書
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
部
分
は
、
二
○
三
’
二
二
八
頁
、
二
四
○
’
三

三
八
頁
、
三
六
七
’
三
七
○
頁
、
三
九
六
’
四
一
四
頁
で
あ
る
。
他
方
、

六
・
七
世
紀
の
ギ
ル
ギ
ッ
ト
や
中
央
ア
ジ
ア
の
マ
ヌ
ス
ク
リ
・
フ
ト
に
保
存

さ
れ
た
一
万
八
千
頌
や
二
万
五
千
頌
の
叙
述
に
相
応
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
部

分
は
、
本
書
に
て
、
三
一
九
’
二
三
九
頁
、
三
三
九
’
三
六
二
頁
（
以
上

二
万
五
千
頌
）
、
三
六
三
’
三
六
七
頁
、
一
三
ハ
九
’
三
九
五
頁
（
以
上
一

万
八
千
頌
）
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
就
い
て
博
士
は
、
ス
タ
ィ

ン
カ
タ
ロ
グ
の
マ
ヌ
ス
ク
リ
プ
ト
ｇ
忌
騨
（
厘
冨
ｌ
営
団
）
隠
曾
ｌ
隠
雷
）

画
四
ｍ
ご
－
画
函
、
四
》
画
吟
胃
シ
－
国
》
画
』
国
辱
１
画
心
い
シ
、
閉
Ｃ
ウ
ー
画
臼
秒
、
画
切
つ
ウ
ー
図
画
『
⑳
、
函
司
』

句1

イ 上



そ
こ
で
、
次
に
本
書
の
訳
語
等
に
就
い
て
疑
義
と
感
じ
ら
れ
る
点
を
挙

げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
先
ず
些
細
な
こ
と
で
あ
る
が
明
ら
か
に
誤
訳
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
点
。
即
ち
本
書
の
三
七
頁
に
て
博
士
は
、
①
三
『
秒
冒
冒
画
冒

玲
昌
匡
計
（
一
、
己
〕
．
①
拝
陣
普
ご
〕
二
芦
囎
再
三
目
↑
】
①
［
逵
原
↑
ぬ
四
戸
幽
胃
《
脚
］
騨
晒
崎
』
］
⑦
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
〔
閑
）
画
匡
や

①
弓
、
目
冒
の
“
口
曾
ョ
．
①
冨
昌
留
日
騨
冒
昌
国
〕
砧
曾
乱
局
且
畠
昌
Ｃ
ｌ
〕

四
１
画
司
嬉
Ｐ
》
い
つ
磨
酔
１
画
＠
『
餌
）
い
つ
い
す
’
四
つ
』
ず
）
い
つ
、
ず
’
四
つ
の
二
、
）
い
』
式
い
、
『
四
ｌ
い
の
ご
・
）
〉

篭
雷
ｌ
篭
序
・
患
冒
ｌ
丘
認
旨
ｌ
認
留
』
き
９
１
台
弓
〉
ら
露
）
ｌ
き
ぎ
）
を
使

用
し
て
い
る
。
続
い
て
、
本
書
四
三
一
’
六
四
三
頁
（
シ
ｇ
厨
色
目
島
凹
司
‐

昌
目
、
本
書
五
五
’
八
二
章
）
は
一
万
八
千
頌
の
ギ
ル
ギ
ッ
ト
マ
ヌ
ス
ク

リ
プ
ト
の
翻
訳
で
、
こ
れ
は
曽
っ
て
、
博
士
が
一
九
六
二
年
と
七
四
年
に

瀞
『
厨
○
風
目
言
旨
閃
○
日
の
へ
発
表
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。
シ
ｇ
涜
騨
目
色
‐

冒
昌
冒
胃
山
（
五
七
三
頁
）
と
ヨ
目
印
も
＆
１
国
（
五
八
二
’
三
頁
）

と
は
一
致
せ
ず
、
従
っ
て
、
博
士
は
二
万
五
千
頌
を
本
書
の
六
五
三
’
六

五
六
頁
に
附
録
と
し
て
加
え
ら
れ
た
。
翻
訳
の
最
後
第
八
三
章
（
マ
イ
ト

レ
ー
ャ
の
章
、
六
四
四
’
六
五
二
頁
）
は
ギ
ル
ギ
ッ
ト
の
マ
ヌ
ス
ク
リ
プ

ト
に
見
当
ら
な
い
が
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
一
万
八
千
頚
（
東
北
カ
タ
ロ
グ
三
七

九
○
）
に
は
保
持
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
、
殆
ん
ど
梵
文
二
万
五
千
頌
般
若

合
唱
幻
ｒ
ｌ
認
号
）
に
相
当
す
る
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
を
博
士
は
曽
っ
て

一
九
六
八
年
に
冒
堅
四
品
①
の
亀
冒
呂
騨
員
切
目
①
少
冨
Ｈ
鳥
目
○
昌
①
号
岸
・

両
目
○
Ｆ
層
．
鴎
甲
隠
画
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
通
り
繁
雑
で
は

あ
る
が
、
博
士
は
鴬
）
宮
“
座
日
＆
白
目
冨
国
を
基
本
的
に
用
い
て
翻
訳

研
究
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

三

を
《
《
、
己
巨
勗
一
ご
く
Ｃ
胃
］
）
県
員
（
‐
一
騨
詳
（
昌
①
陣
目
〕
①
．
、
ヨ
一
①
門
ｇ
’
（
一
（
う
ぐ
の
岸
知
再

冒
茜
唱
昏
四
ｌ
ゞ
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
我
灸
は
こ
こ
に
、
二
極
の
問

題
点
を
見
い
出
す
の
で
あ
る
。
先
ず
、
①
冨
叩
目
言
〕
留
日
畠
①
な
る
一
文

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
次
の
画
冨
盟
乱
丙
且
四
四
旨
に
係
る
文
頭
で
あ
っ

て
、
決
し
て
前
の
①
く
ぃ
目
白
Ｐ
剴
野
屋
前
日
］
に
繋
け
て
読
む
べ
き
で
な
い

と
い
う
こ
と
・
漢
訳
に
て
は
周
知
の
通
り
「
如
是
我
聞
。
一
時
佛
。
住
王
舎

城
・
」
で
、
独
訳
で
は
差
し
詰
め
ロ
騨
吻
冒
匡
巨
冒
鴨
冒
耳
．
旨
。
旨
角
胃
詳

：
岸
の
鳥
目
胃
冒
胃
冒
の
ご
臼
園
壱
四
ｇ
ｌ
と
で
も
訳
さ
れ
る
箇

所
で
あ
る
。
博
士
は
こ
の
・
冨
印
目
昌
闇
目
畠
。
を
①
ぐ
寧
日
Ｈ
ｇ
旨

野
屋
国
日
と
関
係
付
け
て
読
ん
で
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
鼻
○
口
の
命
日
〕
③

は
次
の
岳
の
Ｆ
ｃ
ａ
：
・
の
文
に
蘂
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
日
旨
い

面
目
『
Ｃ
閂
彦
①
回
昌
．
少
汁
○
口
⑦
庁
冒
〕
①
言
ｏ
Ｆ
ｏ
ａ
（
一
署
①
岸
凹
計
丙
且
蝕
噌
旨
騨

’
て
あ
る
。
漢
訳
に
お
い
て
も
経
典
の
冒
頭
を
司
如
是
我
聞
一
時
。

佛
住
王
舎
城
・
」
と
読
む
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
次
に
、
ｃ
百
ｍ
目
目

め
四
目
畠
の
（
○
己
四
・
①
風
四
旨
Ｏ
ｏ
３
笛
○
国
｝
Ｎ
ｐ
①
旨
①
Ｈ
時
ら
は
或
る
機
会

ａ
巳
品
①
口
冒
ら
を
示
す
も
の
で
、
鼻
儲
日
旨
〕
］
声
巴
①
（
呉
○
巨
①
汁
冒
〕
Ｃ
）

ｃ
一
〕
Ｃ
ｃ
ｇ
ｏ
ｐ
煙
は
日
。
）
と
決
し
て
云
わ
れ
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
留
日
四
ぐ
ゅ
と
園
茜
の
時
間
論
的
相
違
問
題
に
係
る
こ
と

Ｋ

で
あ
る
。

次
は
、
博
士
が
一
○
頁
で
二
段
目
亀
鼻
①
を
理
解
す
る
点
へ
の
疑
問
で

あ
る
。
博
士
は
本
書
に
て
冒
自
‐
ぎ
ぎ
①
を
昌
酌
三
‐
儲
（
目
且
）
と
冒
習
勢

（
８
．
口
の
ど
の
二
つ
の
意
味
で
関
係
付
け
て
お
ら
れ
る
。
言
勢
．
‐
雪
、
ｍ
に
対
し

て
は
、
ざ
会
巨
昌
冷
ｇ
ｏ
Ｈ
号
一
一
員
』
さ
・
ｏ
ご
唖
菖
２
‐
等
の
訳
語
を
与
え
、

そ
し
て
口
働
ｐ
Ｐ
は
８
静
自
身
Ｃ
］
］
Ｃ
開
臣
甘
Ｈ
》
甘
冨
ｇ
ｐ
ｏ
の
詳
且
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皇
〕
ｃ
目
と
解
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
理
解
に
対
す
る
我
套
の
疑
問
は
、
両

者
と
も
原
初
的
に
は
同
一
の
意
味
で
な
か
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

○
切
目
竺
旨
鴇
は
日
四
国
と
目
習
四
に
関
し
て
そ
の
こ
と
を
暗
示
し
て

い
る
の
で
あ
る
（
巴
鼻
弓
日
尉
３
口
目
目
尻
胃
Ｎ
①
Ｈ
の
Ｈ
甸
儲
曽
侭
』
⑦
罵
愚
．

ご
＄
ぐ
．
国
昌
弓
ｇ
ｃ
ｌ
筐
ワ
』
雪
国
）
。
考
え
る
（
目
目
）
こ
と
は
日
自
国

の
在
り
方
の
一
者
に
外
な
ら
な
い
。
こ
の
点
を
佐
々
木
現
順
博
士
は
曽
っ

て
儲
目
］
日
目
四
（
我
慢
）
の
問
題
と
し
て
論
究
さ
れ
て
お
り
、
我
を
も
佐

灸
木
博
士
の
論
証
（
阿
毘
達
達
磨
思
想
研
究
、
一
九
五
八
年
、
第
三
篇
第

四
章
『
我
の
概
念
の
佛
教
思
想
化
ｌ
Ｐ
ぃ
目
』
目
曽
〕
鰐
ｌ
』
五
二
九
’
五
四
九

頁
）
に
賛
同
し
た
い
・

コ
ー
ン
ズ
博
士
は
同
じ
く
固
の
中
（
七
頁
）
で
、
γ
習
昌
に
就
い
て

論
及
さ
れ
て
い
る
が
、
同
頁
脚
註
二
四
に
よ
れ
ば
、
富
自
陣
に
関
す
る

問
題
は
未
解
決
で
あ
り
、
近
時
解
明
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
期
待
さ
れ
て
い

る
。
し
か
る
に
こ
の
点
も
亦
我
灸
は
佐
左
木
現
順
博
士
の
論
証
（
前
掲
著

書
五
八
○
’
五
九
三
頁
）
で
既
に
解
明
さ
れ
た
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

コ
ー
ン
ズ
博
士
は
、
四
善
根
の
一
者
爾
習
昌
に
対
し
て
宮
は
。
己
。
①
（
七

頁
）
、
Ｅ
〕
８
司
胃
（
旨
の
い
い
（
三
九
四
頁
）
、
黒
①
且
箇
印
冒
晶
ぃ
（
六
六
七
頁
）

と
二
様
の
訳
語
を
与
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
博
士
が
冒
曾
①
ｐ
８
と
倣
し

た
時
は
、
塚
習
武
を
語
根
只
罰
馴
引
（
房
色
匡
①
さ
》
８
房
閏
）
に
由
来

す
る
語
と
解
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
他
方
、
ロ
ロ
８
乏
胃
目
。
“
の
』
鼻
。
且
‐

匿
い
甘
の
勝
と
理
解
し
た
こ
と
は
、
語
根
を
く
矧
副
（
８
ブ
三
ゞ
言
）
〔
－
２
‐

届
）
と
倣
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
者
は
、
殆
ん

ど
冨
習
〕
言
を
「
忍
ぶ
」
意
味
の
み
に
把
え
て
お
り
、
（
○
弱
三
宮
昌
二
鴇
“

些
鼻
弓
自
席
号
匡
呂
目
．
硯
〔
一
・
や
届
些
蛋
巨
．
昌
印
買
實
）
詩
月
尻
Ｅ
●
閣
哨
や

酋
三
吊
○
ご
『
冒
○
］
Ｃ
唱
砿
尾
旨
＄
三
ｓ
Ｈ
ｇ
１
〕
二
呂
（
ざ
亜
崔
岸
冒
昌
唾
ｏ
宮
⑦
崖
．
国
①
昼
‐

①
弓
①
門
中
己
剖
詞
麗
呼
同
〔
猿
関
８
唇
》
国
国
め
ｓ
ｏ
．
や
匿
浮
．
『
但
し
マ

ィ
ァ
ー
ホ
ー
フ
ァ
ー
は
語
根
］
肉
箇
冒
を
不
明
と
し
て
い
る
」
）
、
蜜
ご
具
冒
‐

斧
昇
段
号
胃
目
四
ヶ
目
は
（
無
生
法
忍
）
の
富
目
武
を
も
冨
首
①
目
８

と
解
し
て
い
る
（
属
。
目
》
鱒
一
〔
国
目
９
国
冒
且
胃
貝
Ｐ
・
両
冒
哩
茸
巴
・
〆
箇

や
扇
吟
冨
．
昌
昌
旨
司
⑳
巳
合
Ｐ
ぐ
ゅ
動
く
］
ロ
９
．
自
己
唾
．
茸
淫
．
〆
伊
閂
〆
己
や

患
‐
と
〉
臼
）
。
こ
れ
ら
の
見
解
に
対
し
て
佐
倉
木
博
士
は
立
場
を
違
え
、

次
の
様
に
結
論
さ
れ
る
。
即
ち
、
富
凹
昌
は
本
来
巴
利
語
艮
罰
引
（
さ

君
旨
）
か
ら
由
来
し
た
唇
色
冒
陸
の
梵
語
化
で
あ
り
、
正
し
く
は
匡
曽
昼

と
な
る
べ
き
所
境
目
辻
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
而
し
て
、
く
罰
剴
副
（
さ

胃
胃
）
が
庸
習
陸
に
二
義
的
に
附
さ
れ
て
、
そ
の
結
果
意
自
陣
に
は

伝
統
的
な
意
味
昌
冒
品
８
と
梵
語
化
以
後
の
新
し
い
意
味
８
冨
胃

が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
実
証
で
あ
る
。
こ
の
見
解
に
よ
り
、
我
灸
は
無

■
■

生
法
忍
の
忍
が
忍
耐
と
何
ら
関
係
せ
ず
、
思
想
的
言
語
的
に
菖
冒
品
ざ

と
理
解
す
る
こ
と
を
正
当
と
し
た
い
。
チ
等
ヘ
ッ
ト
訳
は
且
且
冒
（
甘

言
目
）
で
、
こ
れ
は
梵
語
化
以
後
の
意
味
の
み
を
訳
出
し
た
為
で
あ
ろ
う
。

コ
ー
ン
ズ
博
士
は
そ
れ
故
、
六
波
羅
蜜
の
原
目
昌
を
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
よ

っ
て
号
①
冒
武
①
貝
Ｐ
ｏ
８
鷺
昌
〕
８
（
三
七
頁
脚
註
一
）
と
訳
さ
れ
て
い
る

が
、
我
々
は
そ
の
訳
語
の
中
に
昏
①
昌
晨
侭
辱
ｐ
８
ｇ
薗
匡
８
の
意
味

も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
察
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て

も
博
士
に
は
媛
頂
忍
世
第
一
法
の
忍
を
冨
胃
己
８
か
陣
①
豊
菌
印
目
の
鵠

に
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
残
さ
れ
て
い
よ
う
。
そ
し
て
こ
の

こ
と
は
博
士
が
本
書
を
著
述
す
る
に
当
っ
て
用
い
ら
れ
た
参
考
文
献
が
い

さ
さ
か
古
い
研
究
言
で
あ
っ
た
ろ
う
と
い
う
点
も
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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皮
肉
に
も
佐
々
木
博
士
の
前
掲
著
書
に
コ
ー
ン
ズ
博
士
は
序
を
呈
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
又
、
本
書
一
五
、
二
八
頁
に
て
冒
爵
、
冑
昏
四
を

日
①
四
日
一
品
且
伊
乏
Ｃ
ａ
と
解
す
べ
き
か
讐
胃
量
三
目
８
国
①
吾
（
）
且
ぃ

８
芽
①
目
①
融
昌
員
旦
四
言
○
己
と
す
・
へ
き
か
論
ず
る
に
当
っ
て
用
い
ら

れ
た
参
考
文
献
口
目
口
騨
ｑ
自
彊
に
就
い
て
で
あ
る
が
、
一
九
六
五
年
以
来

斯
学
で
は
句
．
国
①
目
冒
ａ
》
ロ
（
国
ｐ
ゆ
く
胃
盟
団
９
月
が
公
認
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
か
ら
当
然
閃
○
鳥
冨
］
本
よ
り
も
固
の
昌
彦
餌
日
本
を
用
い

る
ゞ
へ
き
で
あ
っ
た
ろ
う
。
因
に
己
９
．
侭
Ｉ
ご
号
．
（
国
の
国
旨
目
（
一
目
・
）

】
○
自
滅
誤
ｌ
鵲
一
目
弓
．
弱
Ｉ
ｄ
Ｑ
ぐ
．
（
旨
昌
）
〕
圃
口
ｘ
ｇ
ｌ
篭
で
あ
る
。

復
た
、
博
士
は
菌
昏
胃
ぐ
Ｐ
が
不
明
瞭
で
あ
る
旨
を
述
。
へ
て
お
ら
れ
る

（
五
二
頁
）
が
、
我
が
国
の
学
者
に
よ
っ
て
除
々
に
で
は
あ
る
け
れ
ど
も

解
明
さ
れ
て
い
る
の
で
附
言
し
て
お
き
た
い
・

所
で
本
書
の
翻
訳
部
門
に
て
ジ
貯
胃
尉
昏
①
の
冒
胃
旨
の
朋
乱
昏
○
昌

胃
哩
己
昌
品
○
月
の
匡
弓
と
訳
出
（
一
四
五
頁
）
さ
れ
る
箇
所
（
シ
冒
箭
“
‐

日
ｇ
動
冒
甦
内
聞
ぃ
Ｈ
Ｐ
届
）
が
あ
る
。
急
昆
５
目
ヴ
①
四
コ
ご
冒
胆
○
吋
の
ロ
Ｑ
が

梵
語
“
国
騨
ぐ
肖
撹
国
（
無
始
無
終
）
の
訳
で
あ
る
こ
と
は
同
頁
の
脚
註
十

に
提
示
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
○
Ｈ
な
る
接
続
詞

よ
り
も
色
目
即
ち
昌
昏
ｃ
具
胃
四
目
自
侭
四
目
①
且
の
方
が
よ
り

妥
当
で
あ
る
ま
い
か
（
両
品
⑦
耳
○
国
”
国
国
の
Ｓ
ｃ
・
石
曽
ｇ
。
加
え
て
梵

語
砂
口
騨
ご
自
侭
目
に
相
当
す
る
巴
利
語
を
同
じ
く
脚
註
十
で
自
国
具
‐

四
冒
曾
閖
騨
と
充
て
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
首
肯
し
難
く
四
目
四
日
胃
品
噌

（
四
目
ロ
‐
色
目
四
苗
‐
四
麗
騨
）
〔
佐
々
木
現
順
編
著
「
煩
悩
の
研
究
」
九
四
頁
参

照
〕
と
す
べ
き
で
あ
る
糖
（
ノ
。

弓
酔
二
国
ぬ
ゅ
詐
印
ｌ
ｊ
目
騨
斤
ご
画
頤
四
庁
少
》
国
（
弓
○
四
月
目
ｌ
↓
国
α
ヴ
コ
彊
「
旨
』
目
○
一
５
－
ハ
屋
－
↓

而
し
て
コ
ー
ン
ズ
博
士
は
本
書
に
お
い
て
実
に
多
く
の
示
唆
に
富
ん
だ

問
題
を
提
起
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
博
士
は
ご
房
己
冒
（
８
口
。
①
胃
５
口
）

を
述
べ
て
お
ら
れ
る
（
一
九
頁
）
。
所
謂
、
大
乗
佛
教
で
は
ぐ
時
巴
冒
（
分

別
）
を
好
ま
し
く
な
い
否
定
的
な
意
味
に
用
い
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
る

に
巴
利
の
ぐ
時
息
冨
に
対
す
る
セ
ン
ス
で
は
大
乗
佛
教
特
有
の
意
味
を

有
せ
ず
、
我
☆
は
巴
利
語
と
梵
語
の
関
係
を
言
語
哲
学
上
で
究
明
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
又
、
博
士
は
梵
語
胃
３
国
宜
且
時
。
（
弓
昌
．
冒
斥
名
目
‐

曾
冒
）
が
シ
ご
冨
閨
昌
幽
乱
匿
竺
３
３
ぐ
自
出
（
一
万
八
千
頚
般
若
、
ギ
ル

ギ
ッ
ト
マ
ヌ
ス
ク
リ
プ
ト
四
一
四
）
に
て
云
わ
れ
る
の
み
で
、
他
の
佛
教

梵
語
の
書
物
中
に
は
見
当
ら
な
い
と
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
僅
か
な

事
例
を
挙
げ
て
も
判
る
如
く
、
般
若
経
に
巾
広
い
セ
ン
ス
を
持
た
ぬ
評
者

に
と
っ
て
は
多
大
の
恩
恵
を
蒙
る
翻
訳
研
究
が
本
書
の
真
髄
で
あ
る
。

以
上
、
本
書
に
対
す
る
卑
見
を
述
・
へ
て
、
今
世
紀
最
大
の
般
若
経
研
究

者
Ｅ
・
「
－
－
ン
ズ
博
士
の
新
し
い
業
績
を
称
え
、
併
せ
て
紹
介
の
責
務
と

し
た
い
。
最
後
に
、
博
士
が
今
後
の
般
若
経
研
究
に
対
す
る
三
点
の
期
待

と
方
向
を
提
示
さ
れ
て
お
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
簡
略
に
紹
介
し
て
お

目
α
彦
巳
穴
Ｐ
Ｃ
召
餌
己
汽
四
旨
↓
口
ご
騨
己
自
冒
》
Ｃ
Ｏ
］
侭
冒
武
○
匡
印
’
十
○
○
〕
侭
己
威
○
旨
の

な
ど
細
い
誤
植
も
目
に
つ
く
が
根
本
的
に
は
何
ら
の
影
響
も
な
い
。
た
だ

㈲
こ
）
言
⑦
国
聖
監
○
息
で
く
目
に
て
「
目
‐
｜
と
省
略
さ
れ
た
目
色
扇
冒
房
砂
‐

鱒
房
乱
は
、
新
修
大
正
大
蔵
経
を
指
す
も
の
で
（
例
え
ば
本
書
五
○
二
頁
、

脚
註
二
三
）
、
こ
れ
は
矢
張
り
目
鳥
目
己
筥
国
鼻
３
と
す
る
の
が
望
ま

１
〕
い
◎

'四
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こ
う
。
先
ず
第
一
に
、
Ｆ
凹
晶
①
普
茸
四
（
大
般
若
経
群
）
の
論
旨
の
一
般

的
概
要
を
早
急
に
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
第
二
は
大
智
度
論

（
弓
色
目
冒
曾
旨
口
）
を
近
い
将
来
西
欧
語
に
翻
訳
完
結
し
て
多
く
の
般
若

経
と
比
較
を
試
み
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
哲
学
的
調
査
研
究
を
大
智
度
論
上
に
て

施
行
す
る
こ
と
。
第
三
は
膨
大
な
般
若
経
群
全
体
の
相
互
関
係
を
明
白
に

し
、
少
な
く
と
も
Ｆ
四
品
①
普
茸
色
中
の
相
違
一
致
点
を
明
白
に
す
る
こ

と
。
こ
れ
ら
三
点
が
今
世
紀
に
残
さ
れ
た
般
若
経
研
究
の
課
題
で
あ
る
。

本
書
は
内
外
の
般
若
経
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
広
く
東
洋
哲
学
乃
至
宗

教
に
関
心
を
寄
せ
る
読
者
を
必
ず
稗
益
す
る
労
作
で
あ
る
と
確
信
し
て
云

え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
挙
げ
た
二
・
三
の
疑
義
に
よ
っ
て
博
士
の

研
究
が
本
質
的
に
少
し
も
損
わ
れ
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
博
士
の
翻

訳
研
究
は
決
し
て
読
解
し
易
い
英
語
で
書
か
れ
て
い
る
と
云
い
難
い
が
、

我
為
に
と
っ
て
は
英
語
自
体
に
親
し
む
好
機
会
で
あ
る
こ
と
も
異
論
の
余

地
が
な
い
。
尚
、
佐
食
木
現
順
博
士
は
本
書
の
出
版
後
直
ち
に
英
文
の
書

評
〔
Ｑ
国
．
留
め
騨
匡
》
国
○
烏
崩
の
ぐ
厨
司
．
○
口
胃
冒
尾
旦
昏
の
己
昌
ご
ｏ
尉
易
ゞ

＆
陣
昏
昏
９
］
○
日
宮
騨
』
８
口
且
色
．
、
名
圏
．
忌
引
〕
を
発
表
さ
れ
て

い
る
の
で
併
せ
て
記
し
て
お
く
。

（
国
四
吋
屏
昌
①
冠
却
己
昌
ぐ
閂
ぃ
洋
罰
ｇ
ｏ
巴
罵
○
門
日
蝕
国
‐
の
閉
．
忌
引
．
弓
勺

肖
く
昌
十
雪
Ｐ
］
ｇ
〆
陰
つ
昌
冒
．
学
蹟
。
ｇ
）

一 一 一
－ 一

「
）

次
の
要
項
で
賛
助
会
員
を
募
集
い
た
し
ま

す
。

○
会
費
年
間
千
三
百
円
（
二
冊
分
）

○
申
込
み
京
都
市
北
区
小
山
上
総
町

大
谷
大
学
佛
教
学
研
究
室

佛
教
学
セ
ミ
ナ
ー
編
集
部

＊
郵
便
振
替
用
紙
も
御
利
用
下
さ
い
。

（
京
都
圏
ぢ
い
大
谷
大
学
佛
教
学

研
究
室
代
表
者
櫻
部
建
）

既
発
行
の
「
佛
教
学
セ
ミ
ナ
ー
」
を

御
希
望
の
方
も
右
記
の
と
こ
ろ
へ
お
申

込
み
下
さ
い
。

第
一
号
絶
版
第
六
号
絶
版

第
二
号
絶
版
第
七
号
絶
版

第
三
号
絶
版
第
二
十
号
絶
版

第
五
号
絶
版

第
四
号
、
第
八
号
よ
り
第
二
十
二
号
の

内
、
二
冊
以
上
お
申
込
み
の
方
は
送
料

を
研
究
室
で
負
担
い
た
し
ま
す
。
（
第
六

号
ま
で
各
冊
二
○
○
円
、
第
七
号
よ
り

第
十
号
ま
で
、
各
冊
二
五
○
円
、
第
十

一
号
よ
り
第
十
四
号
ま
で
各
冊
三
○
○

円
、
第
十
五
号
よ
り
、
第
十
七
号
ま
で

各
冊
三
五
○
円
、
第
十
八
号
、
第
十
九

号
四
○
○
円
、
第
二
十
一
号
、
第
二
十

二
号
六
○
○
円
）口

賛
助
会
員
募
集

皿
～

一一 》一
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